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11月受付分（敬称略）
地区名 子の名 保護者

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意を頂いております。
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11月受付分（敬称略）
地区名 亡くなった方 満年齢

　私が篠南川柳会に入会したの
は、平成４年４月です。
　当時は久良地区の本多茶

ちゃ
花
か

南
なん

先生と正木地区の国松幸
ゆき

枝
え

先生
の指導を受けながら、川柳の基
礎を学びました。
　その頃は、川柳会も宿毛市や
宇和島市などに行って、他の会
と交流していました。宇和島市
吉田町で開催された交流会で、
一番良い句に選ばれてうれし
かったことを今でも覚えていま
す。
　昔からの仲間はいなくなりま
したが、今の仲間とにぎやかに
月 1 回の会を楽しんでいます。

篠南川柳会
すみ子さん (正木）

▶川柳人をご紹介します

※名前は、川柳名です。


